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学 校 教 育 目 標 
「夢をもち、心豊かに、たくましく」 

○自ら学ぶ子 ○思いやりのある子 ○じょうぶな子 
     児童数    １年  ７名   ２年 １３名    ３年 ５名 

             ４年  ７名   ５年 １５名（まつのき２名） 
                ６年 １１名  

 
                        

                                水泳学習復活・・・ですが             校長 武内 知江美 

  校門のラベンダーがきれいに咲き、梅雨の蒸し暑さを少し忘れさせてくれています。 

子供たちはとても元気に毎日を過ごしています。最近は「熱中症の危険があるのでマスクは

外して」といった報道もされています。朝マラソンの時に「マスクを外そうね」と声をかけながら

走ります（私の場合走ると言っても子供たちが歩いている速さと同じくらいですが）。２年間のマ

スク生活のせいか、マスクをしている事が当たり前になり、逆にマスクを外す事に抵抗を感じる

お子さんもいるかもしれません。しかし、命には代えられません。声をかけると、外したりずらし

たりするお子さんはいますので、少し安心です。声かけは続けていきます。 

さて、６月２０日（月）から水泳学習が３年ぶりに復活いたしました。本校のプールは老朽化のため使えませんので、原道小

学校のプールをお借りしています。加須市では本校のように近くの学校へ行って水泳学習をする学校が本校を含め４校ほど

あります。受け入れてくださる学校もとても親切なのでありがたいです。 

子供たちは「楽しかった」と言っていましたが、バスの運行時刻もあり、時間を気にしながらの水泳指導は子供たちに充実

感を味わわせる事ができているのか心配です。全部で７回の水泳指導が予定されています。最後まで楽しくできたら良いと

考えています。 
 

地域学校保健委員会～自己肯定感の高め方～ 

 ２１日（火）に地域学校保健委員会が開かれました。加須北中学校、樋遣川小学校、大越

小学校の北中学区の３校で行われました。コロナ禍のため３年ぶりの実施です。今回は大越

小学校が会場校でした。事前に児童生徒に「こころのアンケート」をとりその結果を保健委員

会の児童が発表しました。その後、カウンセラーの先生から「自分を好きになろう」というお話

を子供たちにしていただき、後半に「子供の自己肯定感を育てる関わり方とは」と題して保護

者向けのお話をいただきました。 

 家庭生活は子供の自己肯定感に影響をあたえ、子供が親から受容されていると感じる事、

愛されていると思う事が必要だと言う事でした。 

「愛」という漢字は「心」が「受」の中に入っています。つまり、子供の気持ちに寄り添い、その気持ちを受け入れる事が「愛」

することです。ただ、そのために必要なのは、まずは「自分の事を愛する」事、「自分の気持ちを受け入れる」事ができると相

手の気持ちを受け入れる事ができるという結論になりました。 

子供の自己肯定感を高めると同時に、自分の自己肯定感も高めていきましょう。 
  

パラリンピアを支える義肢装具士 臼井 二美男 氏 

 臼井氏は１９８９年に通常の義足に加えスポーツ義足の製作も開始しました。そのきっかけは、ハワイでの義

肢製作所の見学です。その頃日本の義足の足部（→写真参照）は木製が主で、動き方によっては壊れてしまう

こともあり、スポーツをする事など考えもしなかったそうです。ところが、ハワイで見学した時に目にしたもの

が、カーボン製の足部でした。これは、生活用でありながら、走ったり、テニスをしたり、野球もできるという優れ

ものということに臼井氏は衝撃を受けると共に「走る義足」を意識したそうです。 

 東京２０２０パラリンピック陸上競技で活躍した多くの選手は、臼井氏の創設した陸上チーム「スタートラインＴ

ＯＫＹＯ」の出身です。パラリンピックの選手とはいえ始めは、歩くことから始め一歩一歩段階を踏んで進んでい

きます。少しずつできることが増えていくと「顔」が少しずつ変わっていくことが臼井氏の喜びとなり現在まで続けてこられたと

いうことです。  

 臼井氏はある時、一人の女の子がスポーツ義足を履き、涙を流しながら走れた喜びを表した姿を見たとき、走れないと考え

ていた人が走れるようになることが、その人の人生を変えるかもしれないと思い始め、義肢の人が仲間と一緒に練習できるラ

ンニングクラブもつくりました。 

 東京２０２０パラリンピックで感動を与えてくれたパラリンピアンを支える方々の存在を知ると次のパラリンピックが楽しみに

なりますね。 

 足 部 



日 曜日  

１ 月 5年生林間学校1日目  

２ 火 5年生林間学校2日目  

13 土 学校閉庁日（～16日）  

20 土 親子地域ボランティア活動 7:30～9:00 

29 月 
第2学期始業式（B日課３時間 11:15下校） 
登校指導⑥ 

30 火 身体計測４～６年・まつのき 

31 水 身体計測１～３年 

行事予定は今後、変更することがございます。ご理解と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  ご家庭ではどんな調理方
法・料理で召し上がられまし
たか？ ３日（金）、学校応援
団の方々のご協力で、１・２年
生がじゃがいも堀りをしまし
た。今年はとても豊作で、たく
さんのじゃがいもにみんな
にっこりでした。 

  ２３日（木）大越美土里の
会の方のご指導で、３・４年
生が小麦刈りをしました。小
麦はこの後製粉されて子供
たちのもとへ。「どんな料理に
していただこうか…」子供た
ちの食育へのご協力をお願
いします。 

  ７日（火）、税理士さんを講
師に、６年生の租税教室が行
われました。次代を担う子供
たちに正しい税の知識を。専
門家のお話は重みが違いま
す。分かりやすく丁寧に教え
ていただきました。 

  １３日（月）引渡訓練を行
いました。災害等が予想され
る時は安全に確実に保護者
の元へ子供たちを返せるよう
に。ご家庭でもお子さんと一
緒に緊急時の対応について、
話し合ってみてください。 

＞夏休みにしかできないことを･･･ 
 夏休みは、基本的な生活習慣を大切にしなが
らも、時間割やチャイムに縛られることなく、興味のある
ことに集中して取り組めるチャンスです。保護者の皆様に
は、子供たちの知的好奇心を高めるよう、温かな見守りと
お声かけをお願いいたします。 ※6月は３・４年生や６年生の社会科見学をはじめ、たくさんの

学校行事がありました。学校のHPには、この紙面
以外のたくさんの子供たちの活動の様子が掲載
されています。ぜひご覧ください。 

 ⇒こちらの2次元コードからどうぞ。 

＞スクールカウンセラー来校 【7月27日（水）9:20～12:10】 
 夏休みを迎えるにあたり、お子様のことでご心配やご相
談になりたいことがございましたら担任または学校までご
連絡ください。 

 
 
○大越小学校「五気の教育」に「根気よく清掃しよう」  
という目標があります。自分の教室や学校をきれいに
することは公共心の育成、勤労の体験などの教育的な
効果も。大越小学校では縦割り班での「自分磨き」の
時間。難しいことは置いておいても、きれいな環境は気
持ちがいいものです。自分たちの学校は自分たちの手
で。これからも根気よくがんばってほしいと思います。 

「きれいな学校にします」 
・静かにそうじをします。 
・時間いっぱいすみずみまできれいに清掃をします。 

日 曜  

01 金 学習参観・懇談会 

02 土 第1回資源回収 

03 日   

04 月 学期末事務（B日課５時間） プール（中/低）  

05 火 学期末事務（B日課５時間） 

06 水 学期末事務（B日課５時間） 

07 木 学期末事務（B日課５時間） 

08 金 学期末事務（B日課５時間） プール（高/低）  

09 土 第1回資源回収予備日 

10 日   

11 月 登校指導⑤ 安全点検日 

12 火 プール（低/中/高） 

13 水 代表委員会④ 

14 木 クラブ⑥ 

15 金   

16 土  

17 日  

18 月 海の日 

19 火 給食終了 

20 水 第1学期終業式(B日課３時間） 通学路点検 子ども110番の家訪問 

21 木  

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火  

27 水 小島SC来校9:20 

28 木  

29 金  

30 土   

31 日   

夏季休業日 

たくさんのご協力を 

お願いします！ 

＞マスクの着脱メリハリつけて！ 
 熱中症が心配される蒸し暑い時期になりました。先日
プリントをお配りしましたが、基本的な感染症対策を継続
しつつ、熱中症予防のため、メリハリを付けてマスクの着
脱の声かけをしていきます。  


